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　下水汚泥は年々増加しているが、下水汚泥を有効に利用する取り組みとして、バイオマスとしてエネル
ギー資源化しようとする動きが活発化している。神戸市では、下水汚泥から発生する消化ガスを高純度
のメタンガスに精製する装置の実用化実験が行なわれ、天然ガス自動車用燃料としての実用可能性が示
された。設置された精製装置は、年間１万ｋｍ走行する普通車約 400 台分の燃料ガスを精製すること
が可能であり、今後、より大規模な装置の導入も検討されている。一方、東京都では、下水汚泥から炭
化物を製造し、それを石炭火力発電所の燃料として利用する事業が2007年度から開始される予定であ
り、東京都の年間発生汚泥の約9％がエネルギー資源として利用されることになる見込みである。
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　下水を浄化処理する過程で産業廃棄物となる下
水汚泥が発生する。この下水汚泥の発生量は年々
増加しており、産業廃棄物の国内総排出量に占め
る割合は約２割にも達している。下水汚泥を有効
に利用する取り組みは、従来は肥料や土壌改良材
などの緑農地利用が主流であったが、最近ではセ
メント原料や溶融スラグ等の建設資材利用が増え
ているとともに、下水汚泥をエネルギー資源とし
て有効利用しようとする動きが活発化している。
下水汚泥は、ガス化、固形燃料化等によりエネル
ギー資源に変換することができ、バイオマス①のひ
とつである。
　消化（発酵）処理により、下水汚泥を減量化し
ていく過程で消化ガスが発生し、この消化ガスは
燃料として利用可能である。しかし、この消化ガ
スは、メタン濃度が約 60％と低く残りは二酸化炭
素であるため、都市ガスに比べると発熱量が低く、
しかも微量に含まれるシロキサン等の不純物によ
る機器の損傷、劣化の問題があることから、有効
利用の用途は限られていた。2004年 11月より、神
戸市と譁神鋼環境ソリューションは、神戸市東灘
区の「東水環境センター」にて、メタンガス精製
装置の実用化と精製ガスの天然ガス自動車燃料へ
の適用に向けて、共同で実証試験に取り組んでき
た。今回のメタンガス精製には、高圧水吸収法技
術（メタンと二酸化炭素の水に対する溶解度の差
を利用したガス成分分離）が採用され、98％以上
のメタン濃縮やシロキサン除去が可能となった。
このガスを用いて市バスや乗用車の試験走行も行
なわれ、十分な走行性能が証明されるとともに、
排ガス規制もクリアーできることが確かめられた。
2005 年７月には、ゴミ収集車としての天然ガス
自動車２台を一週間連続して稼働させ、実用可能
性を示した。このような天然ガス自動車燃料とし
ての実証は、国内では初めてである。現在、東水
環境センターに設置している実験装置では、年間
１万 km走行する普通車約 400 台分の燃料ガスを
精製することができる（燃費を約 10km/Nm3 で計
算した場合）。今後、普通車 1000台分以上の燃料ガ
ス精製が可能な実用設備の導入も検討されている。
　一方、東京都下水道局は、下水汚泥から炭化物
を製造し、それを石炭火力発電所の燃料として再
利用する国内初の事業を、2007 年度から開始する
ことを決定した。バイオ燃料譁、東京電力譁によ
るグループが事業者となり、東京都下水道局の汚
泥処理施設「東部スラッジプラント」（江東区）に
建設する炭化施設を運営する。ここでは、炭化処
理として、下水汚泥を 500℃の低酸素状態で約１時
間蒸し焼きにし、粒状に加工する。製造した炭化
物全量は、石炭火力発電所における石炭の代替燃
料として用いられる。今回の事業では、東京都内
の下水処理の過程で発生する汚泥の約９％をエネ
ルギー資源として活用することが可能となる見込
みである。
　このように、下水汚泥をバイオマスエネルギー
として利用する動きは活発化しているが、汚泥の
エネルギーの資源化プロセスにおける高効率化（例
えば、火力発電所の廃熱を利用した汚泥の炭化等）
は、今後の取り組みとして強く望まれる。
① バイオマス：生物資源を表す概念。一般的には「再生可
能な、生物由来の有機性資源で化石資源を除いたもの」
をバイオマスと呼ぶ。バイオマスを利用することにより
発生する二酸化炭素は、もともと大気中に存在したもの
であるため、大気中の収支はプラスマイナスゼロと見な
される。
